平成２６年度用

競技・審判上の注意（ABC大会用）
（１）本大会は（公財）日本バドミントン協会平成２６年度競技規則及び大会運営規程並びに公認審判員規程により行います。

（２）Ｃグループは15点3ゲーム（ファイナルゲームは8点でチェンジエンズ）マッチで行います。スコアが14点オールになった場合は、その後どちらかのプレーヤーが最初に2点リードした時、またスコアが２０点オールになった場合は、2１点目を得点したプレーヤーを勝者とします。
（３）すべてのゲーム中に、一方のプレーヤーのスコアが11点（Ｃグループ8点）に達した時に60秒を超えないインターバルを、第1ゲームと第2ゲーム、第2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバルをとることができます。その際、主審が「（コート番号）20秒」とコールをしたら、すみやかにコート内に入るものとします。
（４）プレーヤーはマッチ（試合）中、インプレーでないときに限り、アドバイスを受けることができます。なお、遅延行為とみなされるものであってはなりません。
（５）各エンドにコーチ席（2席）を設けます。着席の際には、必ずＩＤカードを身につけるものとし、許可されたインターバルの間を除き、席から立ち上がったり離れてはなりません。また、インプレー中に声や音を出したり、アドバイスしたりしてはなりません。
（６）コーチ席ではモバイル機器（携帯電話・ipodなど）の電源を必ず切って下さい。
（７）コーチ席での服装等は、公認審判員規定第３条第５項（６）「コートの外からのアドバイス」に準ずるものとします。
（８）マッチ中プレーヤーはいかなることがあっても、体力の回復を図るためのプレーの中断をしてはなりません。汗ふきなどのため、プレーが中断されない範囲でコートを離れる場合は必ず主審の許可を得てから、すみやかに行ってください。
（９）マッチ中の水分補給は、インターバルの間を除き、主審の許可が出た場合に認めます。なお、使用する容器は、フタやキャップが付いている水分のこぼれないものを使い、予めコート横にあるカゴの中にいれておくものとします。
（10）マッチ中に発生したコート内でのケガや病気に対して、通常コート内に入ることが許されるのはレフェリーが必要と認めた医療関係者等に限ります。

（11）審判員の判定に対して疑問のある場合は、当該プレーヤーに限り、主審に質問できます。抗議や異議になっては絶対にいけません。
（12）マッチ中のプレーヤーは、ウエア背面上部に「都道府県名、氏名」が明記されているものを必ず着用すること。チーム名やマークについては、袖及び胸のいずれかに、２０㎠以内のものをつけることを認めます。

（13）マッチ前の練習はありません。
（14）タイムテーブルは試合の順序を示しています。試合の進行は、流し込み方式としますので進行のアナウンスには十分注意して下さい。アナウンスがあり次第、体育館内の所定の場所に集合して下さい。
（15）マッチが連続した場合は、原則として前のマッチが終了してから１０分後に、つぎのコールをするものとします。
（16）リーグ戦の順位の決め方については、①勝ち数の多いもの、②総得失ゲーム率の高い者、③総得失点率の高い者、④直接対決で勝った者とします。
（17）３位決定戦は行いません。
（18）観客席からの助言や指導、フラッシュ撮影など、マッチの進行に支障があると思われる行為やマナーに反する行為を禁止します。
（19）プレーヤーは、マッチ開始時と終了時には、勝敗に関係なく主審と握手をして下さい。
一 般 注 意 事 項
(1) 体育館内は観覧席を含め全てが土足禁止です。必ず上履きに履き替えてください。

(2) 観覧席は地区ブッロクごとに場所を指定(表示)してあります。マナーを守ってご利用ください。

なお、盗難事故が多発しております。各自、貴重品等の管理をお願いします。

(3) 団旗等は、ブロック割当ての観覧席のところに掲示してください。但し、プレーや観戦の妨げになる時には位置を変えさせていただく場合があります。

(4) ゴミは各自持ち帰るようにお願いします。

弁当の空き箱は、業者の指定した時刻までに弁当引換所にお返しください。

決められた時刻を過ぎた場合は各自持ち帰りになります。

(5) 食中毒防止のため、手洗いの励行と早めの食事をお願いします。

(6) 開会式に入場行進を行います。

    選手は、１５時４０分前までに選手集合所の都道府県プラカード前に集合し、係りの指示に従ってください。競技の時と同じ服装で参加してください。

《熱中症予防に関して》
(1)競技中の水分補給は両会場とも随時認めます。（ただし主審の許可を得た時に限る。）
審判員・競技役員にも徹底させます。

(2)総合体育館においては館内の湿度・温度を常に監視して空調（冷房）を実施または換気を行います。ロビーは空調を完備しているので、館内の状況を常に把握してロビーでの換気等を呼びかけます。

また、東陽スポーツセンターは館内の湿度・温度を常に監視して空調（冷房）の実施または換気を行います。

(3)看護師を総合体育館・東陽スポーツセンターに各１名常時駐在させます。
